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１
９
９
２（
平
成
４
）年
に

日
大
農
獣
医
を
修
了
し
た
ブ

ラ
ジ
ル
人
日
系
２
世
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
研
修
生
夫
妻
か
ら
、２

０
１
９
年
夏
に
富
士
山
に
登

り
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け

た
。ご
夫
妻
に
は
、２
０
０
５

（
平
成
17
）年
夏
、私
の
ブ
ラ

ジ
ル
研
修
旅
行
の
時
、な
ん

と
２
週
間
も
休
暇
を
と
り
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
含
め
家
族

で
案
内
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

そ
の
お
返
し
の
気
持
ち
を
込

め
、半
年
前
に
準
備
を
は
じ

め
、７
月
21
・
22
日
に
富
士

登
山
の
夢
が
実
現
し
、３
人

〒
350-

0158

埼
玉
県
北
比
企
郡
川
島
町
伊
草
二
三
四-

一

　
　
　
　
　

　
　
〇
四
九-

二
九
七-

三
六
一
八

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
渉
外
部
長

  

鈴

　木

　孝

　司

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
195-

0062

東
京
都
町
田
市
大
蔵
町
二
九
四
五-

二
三

　
　
　
　
　  

電
　
話
　

〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
　
　
　
　  

携
　
帯
　

〇
九
〇-

七
二
七
五-

八
三
二
三

日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

    

鈴

　木

　
　
　勝

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
千
葉
桜
友
会  

顧
問

  

山

　本

　良

　吉

〒
290-

0011

千
葉
県
市
原
市
能
満
一
三
〇
六-

三

　
　
　
　
　
　
　
勤
務
先
　
市
原
田
園
ホ
ー
ム
㈲

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
四
三
六-

二
五-

一
三
三
一

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
三
六-

二
四-

二
五
五
一

〒
344-

0064

埼
玉
県
春
日
部
市
南
二-

四-

一
六

　
　
　
　
　
電
話

〇
四
八-

七
三
八-

七
一
三
〇

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

    

肱

　岡

　堅

　一

通
信
教
育
部
長

総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

  

川

　又

　
　
　祐

事
務
局
長

　
　
　
　

瀨

　川

　一

　之

　
　
　

〒
102-

8005

千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　

電
話

〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部

大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科

四
方
八
方
ド
イ
ツ

　

グ
リ
ム
童
話    村

上
ま
ゆ
み

　
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
を

求
め
る
活
動
家
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
は
、15
歳
の

２
０
１
８
年
８
月
か
ら
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
議
会
前
で「
学

校
ス
ト
ラ
イ
キ
」を
行
い
、世

界
中
の
若
者
の
協
賛
を
獲
得

し
ま
し
た
。気
候
変
動
は
世

代
を
超
え
る
地
球
規
模
の
問

題
で
す
が
、日
本
の
若
者
に

比
べ
て
西
欧
諸
国
の
若
者
の

行
動
力
が
目
立
ち
ま
す
。

時
々
こ
の
違
い
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
子
供
の
成
長
に
は
家
庭
環

境
が
大
切
で
す
が
、そ
の
肥

や
し
と
な
る
物
に
童
話
が
あ

り
ま
す
。添
乗
で
ド
イ
ツ
へ

行
っ
て
い
た
頃
、ド
イ
ツ
人
の

心
を
少
し
で
も
理
解
し
た
い

と
思
い
、ド
イ
ツ
語
原
典
か

ら
翻
訳
さ
れ
た
グ
リ
ム
童
話

全
集
や
選
集
を
数
種
類
読
み

ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
昔
話

の
中
に
、彼
等
の
環
境
意
識

の
高
さ
と
自
立
心
の
萌
芽
を

育
て
る
力
が
あ
る
と
感
じ
て

来
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
２
０
０
年
前
に

ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
た
グ
リ

ム
童
話
の
原
書
名
は「
子
ど

も
と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」で

す
。集
録
数
は
２
１
１
も
あ

り
、70
ヶ
国
語
に
翻
訳
さ
れ

て
聖
書
の
次
に
良
く
読
ま
れ

て
い
ま
す
。古
く
か
ら
語
り

継
が
れ
た
話
を
ヘ
ッ
セ
ン
州

に
住
む
グ
リ
ム
兄
弟
が
収
集

し
、伝
承
文
学
と
し
て
出
版

し
ま
し
た
。１
８
１
２
年
の

初
版
以
降
読
者
の
反
響
は
大

き
く
、刊
行
の
度
に
購
読
者

の
批
評
と
兄
弟
の
方
針
に

添
っ
て
弟
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

が
書
き
改
め
て
来
ま
し
た
。

１
８
５
７
年
の
第
７
版（
最

終
版
）の
頃
に
は「
読
む
メ

ル
ヒ
ェ
ン
」と
し
て
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
グ
リ
ム
童
話
の
お
話
は
年

代
と
場
所
が
不
明
で
、森
が

度
々
舞
台
と
な
り
ま
す
。例

え
ば「
赤
ず
き
ん
」で
は
、赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
が
森
に
住
む

お
婆
さ
ん
を
病
気
見
舞
い
の

た
め
訪
れ
ま
す
。「
カ
エ
ル
の

王
さ
ま
」で
は
、お
姫
さ
ま
は

金
の
毬
を
持
っ
て
森
に
遊
び

に
行
き
ま
す
。そ
の
他
童
話

の
中
に
は
、果
物
・
茸
・
蜜
の

採
集
、薪
集
め
、炭
焼
き
、伐

採
、放
牧
、狩
猟
な
ど
昔
の

人
々
が
森
と
共
に
暮
ら
し
て

来
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、グ
リ
ム
兄
弟

の
時
代
か
ら
約
２
０
０
年
前

の
16
〜
17
世
紀
に
か
け
て
、

人
口
増
加
・
商
工
業
の
発
展
・

宗
教
戦
争
な
ど
に
よ
り
、森

林
が
乱
用
さ
れ
荒
廃
し
面
積

は
激
減
し
ま
し
た
。森
に
依

存
し
て
来
た
領
主
・
農
民
・

手
工
業
者
達
は
、森
林
復
興

を
目
指
し
て
人
工
造
林
に
力

を
注
ぎ
始
め
る
の
で
す
。

　
ま
た
グ
リ
ム
兄
弟
が
生
き

た
18
世
紀
末
か
ら
19
世
紀

初
頭
の
ド
イ
ツ
は
、周
辺
諸

国
の
政
治
的
・
産
業
的
変
化

に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。１
８
０
６
年
、フ
ラ
ン
ス

の
侵
攻
で
８
４
４
年
間
続
い

た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
は
崩
壊

し
、兄
弟
が
住
む
地
域
は
ド

イ
ツ
語
を
話
す
事
を
禁
止
さ

れ
ま
す
。兄
弟
は
ド
イ
ツ
の

主
体
性
が
喪
失
す
る
危
機
を

感
じ
、古
代
か
ら
中
世
に
至

る
昔
話
の
収
集
に
尽
力
し
ま

す
。そ
し
て
そ
の
後
、豊
か
な

森
の
あ
る
風
土
と
古
か
ら
続

く
暮
ら
し
を
書
き
表
す
グ
リ

ム
童
話
は
、人
々
の
環
境
意

識
を
高
め
る
役
割
も
担
っ
て

行
き
ま
す
。１
８
３
４
年
頃

よ
り
ド
イ
ツ
で
興
っ
た
産
業

革
命
は
、都
市
化
を
進
め
る

と
同
時
に
木
材
不
足
と
大
気

汚
染
を
深
刻
化
さ
せ
ま
し

た
。更
な
る
造
林
の
必
要
性

は
、世
界
に
先
駆
け
て
ド
イ

ツ
に
近
代
林
学
が
確
立
さ
れ

る
源
と
な
る
の
で
す
。

グ
リ
ム
兄
弟
の
時
代
か
ら
約

２
０
０
年
後
の
現
代
は
、気

候
変
動
に
起
因
す
る
災
害
が

世
界
中
で
発
生
し
て
い
ま

す
。地
球
温
暖
化
へ
の
対
策

を
求
め
る
若
者
主
導
の「
グ

ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
」が
、

２
０
１
９
年
９
月
20
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。世
界
各
地

で
約
４
０
０
万
人
以
上
の

人
々
が
参
加
し
、ド
イ
ツ
で

は
最
多
の
約
１
４
０
万
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。ド
イ
ツ
を

は
じ
め
と
す
る
西
欧
諸
国
の

若
者
の
環
境
意
識
の
高
さ
は

先
祖
よ
り
受
け
継
い
で
来
た

も
の
で
す
。「
家
庭
と
子
ど
も

の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」の
影
響
を
疎

略
に
は
出
来
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
グ
リ
ム
童
話
に
は
主

人
公
の
子
供
が
親
元
を
離
れ

て
、自
分
の
衣
食
住
や
生
き

る
糧
を
求
め
て
行
動
す
る
話

が
沢
山
あ
り
ま
す
。例
え
ば

飢
饉
で
食
糧
難
の
時「
ヘ
ン

デ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」は
継

母
に
因
っ
て
森
へ
捨
て
ら
れ

ま
す
。二
人
は
挫
け
ず
森
の

奥
に
住
む
魔
女
と
戦
い
、無

事
に
実
父
の
家
に
辿
り
着
き

ま
す
。「
白
雪
姫
」は
７
歳
の

時
、継
母
の
企
て
で
殺
さ
れ

そ
う
に
な
り
、深
い
森
の
小

人
の
家
に
逃
げ
込
み
ま
す
。

継
母
の
執
拗
な
暗
殺
計
画
で

白
雪
姫
は
何
度
か
危
機
に
直

面
し
ま
す
が
、最
終
的
に
或

る
王
子
に
救
出
さ
れ
結
婚
し

ま
す
。子
供
か
ら
大
人
に
な

る
通
過
儀
礼
を
暗
示
さ
せ
る

話
も
あ
り
ま
す
。「
つ
む
と
杼

と
針
」の
女
の
子
は
15
歳
で

後
見
の
祖
母
を
亡
く
し
一
人

で
生
活
し
ま
す
。「
い
ば
ら
姫
」

で
は
、15
歳
の
時
或
る
王
子

の
愛
に
よ
っ
て
長
い
眠
り
か

ら
覚
め
、新
し
い
人
生
を
歩

み
始
め
ま
す
。18
世
紀
末
の

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
国
法
典
で

は
、７
歳
ま
で
が
子
供
、14

歳
ま
で
が
後
見
人
を
必
要
と

し
ま
し
た
。15
歳
で
大
人
の

仲
間
入
り
を
す
る
伝
統
が
あ

る
よ
う
で
す
。現
在
、複
線

型
教
育
の
ド
イ
ツ
は
、４
年

間
の
初
等
教
育
の
後
、高
等

教
育
向
け
の
学
校
と
職
業
人

向
け
の
学
校
に
分
か
れ
ま

す
。そ
し
て
６
年
間
の
中
等

教
育
終
了
後
は
、15
歳
前
後

で
労
働
者
と
し
て
就
職
す
る

若
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
人
間
の
発
達
段
階
は
、性

別
・
人
種
な
ど
に
関
係
な
く

15
歳
頃
に
は
自
立
し
、イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
能
力
も

あ
る
と
考
え
ま
す
。戦
前
ま

で
の
日
本
は
、高
等
小
学
校

卒
業
後
15
歳
で
社
会
に
出
る

人
達
が
い
ま
し
た
し
、戦
後

は
田
舎
の
中
卒
者
が
大
都
会

に
集
団
就
職
し
ま
し
た
。ま

た
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ラ
ラ
・

ユ
ー
ス
フ
ザ
イ
が
女
子
教
育

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
15

歳
の
時
、反
対
者
の
銃
撃
を

受
け
九
死
に
一
生
を
得
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。現

在
も
女
子
教
育
・
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
に
戦
っ
て
い

ま
す
。

　
グ
リ
ム
童
話
は
読
み
易
く

面
白
味
も
あ
り
ま
す
。両
親

や
大
人
か
ら
離
れ
て
子
供
が

独
自
に
考
え
、行
動
し
難
題

に
取
り
組
み
ま
す
。旅
や
奉

公
に
出
た
り
、龍
や
魔
女
・

悪
魔
と
戦
い
、動
物
や
鳥
・

魚
と
対
話
し
、精
霊
と
交
わ

り
ま
す
。そ
し
て
素
適
な
お

姫
様
や
王
子
様
と
出
会
う
の

で
す
。ま
た「
灰
か
ぶ
り
」や

「
ホ
レ
お
ば
さ
ん
」で
は
、実

母
か
ら
離
れ
ず
怠
け
る
子
供

は
不
幸
に
陥
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
グ
リ
ム
童
話
が
、子

供
と
大
人
に
読
ま
れ
語
り
継

が
れ
る
な
ら
ば
、子
供
の
自

立
心
の
萌
芽
を
育
む
一
助
に

な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
日
本
舞
踊（
以
下「
日
舞
」）

を
習
い
始
め
て
か
ら
早
15
年

が
経
つ
。周
囲
の
人
か
ら
は
、

異
口
同
音
に〝
な
ぜ
踊
り

を
？
〞と
よ
く
聞
か
れ
る
。そ

れ
が
本
文
を
書
く
き
っ
か
け

で
あ
る
。ち
な
み
に
私
の
場

合
は
、伝
統
文
化
の
継
承
と
、

心
身
と
も
に
健
康
の
維
持
増

進
で
あ
る
。

　
日
舞
と
一口
に
言
っ
て
も
、

そ
の
歴
史
は
長
く
、範
囲
は

広
い
。私
の
ジ
ャ
ン
ル
は
新

日
舞
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
と
精
神
性
を
考
え
る

︽
自
国
の
伝
統
文
化
を
知
っ
て
こ
そ
真
の
国
際
人
︾

日
舞
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
と
精
神
性
を
考
え
る

︽
自
国
の
伝
統
文
化
を
知
っ
て
こ
そ
真
の
国
際
人
︾

眞
船  

　　
洋
二

眞
船  

　　
洋
二

舞
踊
に
属
し
、男
系
踊
り
を

中
心
と
し
た
振
り
付
け
の
踊

り
で
あ
る
。扇
子
を
使
う
の

で〝
扇
舞（
せ
ん
ぶ
）〞、ま
た

は
、詩
吟
に
合
わ
せ
て
踊
る

の
で〝
詩
舞（
し
ぶ
）〞と
も

呼
ば
れ
る
。戦
前
は〝
吟
剣

詩
舞
〞と
言
っ
て
、神
社
境
内

で
よ
く
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、「
雨

の
田
原
坂
」、「
白
虎
隊
」、「
川

中
島
」、「
黒
田
節
」な
ど
が

よ
く
演
じ
ら
れ
て
い
た
。な

お
、演
目
に
よ
り
刀
や
杖

（
じ
ょ
う
）な
ど
も
使
用
さ
れ

る
。

　
さ
て
、長
ら
く
日
舞
の
人

気
は
低
迷
傾
向
に
あ
る
。戦

前
ま
で
は
、女
性
は
花
嫁
修

業
と
し
て
、小
さ
い
時
か
ら

日
舞
、華
道
、茶
道
な
ど
を

習
う
こ
と
が
嗜
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、生
活
環
境
の
西
欧

化
や
伝
統
的
礼
儀
作
法
の
変

化
に
伴
い
、日
舞
も
ま
た
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

古
い
し
き
た
り
で
あ
る「
家

元
制
度
」、封
建
的
主
従
関

係
で
あ
る「
師
弟
関
係
」、常

磐
津
、清
元
、長
唄
な
ど
、ま

た
、わ
か
り
に
く
い
歌
舞
伎

音
楽
や
、日
本
の
伝
統
的
着

付
け
の
煩
雑
さ
な
ど
に
も
、

そ
の
原
因
が
見
い
だ
せ
る
。

　
い
ま
子
供
の
習
い
事
で
人

気
の
あ
る
も
の
と
言
え
ば
、

英
会
話
、水
泳
、ピ
ア
ノ
、ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
で
あ
り
、日

　
　
　

  

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

で
山
頂
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
。

　
来
日
当
日
の
７
月
19
日
、

ま
ず
六
会
日
大
を
案
内
し
た

が
、高
層
の
本
館
棟
を
は
じ

め
校
舎
の
整
備
振
り
に
驚
い

て
い
た
。そ
の
後
、湘
南
藤
沢

の
景
勝
地
・
思
い
出
の
江
ノ

島
を
案
内
し
、海
鮮
料
理
の

昼
食
を
共
に
し
、藤
沢
で
登

山
道
具
購
入
に
立
ち
会
っ

た
。登
山
前
日
の
20
日
に
は
、

六
会
日
大
前
の
居
酒
屋「
都
」

で
懐
か
し
い
日
大
教
職
員
有

志
の
歓
迎
会
に
合
流
、激
励

を
受
け
、両
国
の
国
家
を
歌

い
懇
親
の
実
を
あ
げ
た
。

　
登
山
当
日
は
台
風
接
近
で

雨
の
予
報
で
あ
っ
た
が
、五

合
目
に
着
い
た
途
端
、な
ん

と
太
陽
が
顔
を
出
す
。登
山

は
キ
ャ
ン
セ
ル
客
が
多
く

シ
ー
ズ
ン
前
で
比
較
的
す
い

て
い
た
。幸
い
２
日
間
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
、３
人
と
も

登
頂
を
果
た
し
た
。

　
悪
天
候
の
予
報
で
諦
め
て

い
た
ご
来
迎
に
も
恵
ま
れ
、

そ
の
瞬
間
、感
動
し
な
が
ら

夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。登
山
は
初
め
て
と
い
う

２
人
で
あ
っ
た
が
健
脚
な
の

に
驚
い
た
。

　
下
山
間
際
に
少
し
雨
が

降
っ
た
が
、五
合
目
登
山
口
へ

無
事
下
山
、登
山
の
成
功
を

祝
し
て
日
本
ソ
バ
と
ビ
ー
ル

で
日
本
の
味
を
噛
み
締
め

た
。準
備
か
ら
実
行
・
打
ち

上
げ
ま
で
約
半
年
間
、日
本

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
親
善
交
流
を

深
め
意
義
の
あ
る
富
士
登
山

と
な
り
感
謝
し
て
い
る
。

　
私
自
身
年
齢
的
に
も
、50

年
間
登
り
続
け
た
富
士
登
山

も
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
一
区

切
り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

で
の
日
本
は
、高
等
小
学
校

歳
で
社
会
に
出
る

人
達
が
い
ま
し
た
し
、戦
後

は
田
舎
の
中
卒
者
が
大
都
会

に
集
団
就
職
し
ま
し
た
。ま

た
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ラ
ラ
・

で
山
頂
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
。

夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。登
山
は
初
め
て
と
い
う

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
２
人
を

富
士
登
山
へ
案
内

神
奈
川
県
支
部    

田
添

　

   

　
正




